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ま ち の わ だ い

アトランタ・シドニー・アテネオリンピックで柔道史上初、そして全
競技を通してアジア人初となるオリンピック 3 連覇を達成した野村忠宏
元選手。そんな野村さんを講師に迎え、2 月 14 日（日）、吉備中学校体
育館で柔道教室と講話が行われました。

柔道教室では、クラブ団体に所属する町内小中学生が野村さんの得意
とする背負い投げの指導を受けました。「自分の夢とか目標とか、“こう
なりたい”というのがなければ強くなれない。そう思った時に自分はど

うしたら強くなれるか、考
えなくちゃいけない」「今日
はやりたくないな、そうい
う日もある。そういう日が
あったとしても、やっぱり、
自分の目標をかなえるため
にしんどい時でもその努力
を続ける。積み重ねていく
というのがすごく大事」と、
野村さん。子どもたちは野
村さんの繰り出す技に目を輝かせながら、一言一言を受け止めている
ようでした。

未来の金メダリストたちへ
野村元選手の柔道教室＆講話

写真解説／①②野村さんから指導を受ける子どもたち　③本物の金メダル３つを首にかけて「重たい！」　④退場時、
エールを送る野村さん　⑤柔道教室参加者との集合写真

①

②

③

④

⑤

「積み重ねていく
というのがすごく大事」
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ま ち の わ だ い

有田川町合併 10 周年記念、魅力再
発見観光プロジェクト事業として行わ
れた「Sweet 10 Aridagawa 2015」。
2 月 7 日（日）、このプロジェクトのファ
イナルイベントが行われました。

重要文化的景観に指定されている三
田・清水地域を、クイズに答えながら
歩くウォークラリー大会には 110 人
が参加。「笠松左太夫って何を広めた
ひとやったっけ！？」「こんなとこ、
町内にあったんやなあ」など、参加者
は各々、魅力を再発見しながら約 5㎞
のコースを歩きました。

昨年 12 月に点灯式が行われ、LED ライトで色づいたあら
ぎ島での花火 1000 発！しみず温泉阿

あ て

河
がわ

太鼓の演奏終了と
ともに、打ちあがりました。澄んだ空気の中、目の前で打ち
上げられる花火に訪れた約 2000 人の歓声が響きました。

魅力再発見！ウォークラリー大会

あらぎ島 
HANABI テラス

Sweet 10 Aridagawa 2015
THE FINAL

“Sweet10 Aridagawa 2015”
special exhibition in ALEC

有田川町合併 10 周年を記念して、今年度一年を通し
て実施したイベント「有田川町魅力再発見観光プロジェ
クト事業“Sweet10 Aridagawa 2015”」は、町民を始
めとする多くの方々にご協力くださり、また、多くのみ
なさまにお越しくださり、誠にありがとうございました。

さてこのたび、有田川町地域交流センター ALEC に
おいて、Sweet10 のイベント模様をおさめた写真や、
Sweet10 で生まれた作品を一同に展示する特別展を開催
することになりました。ぜひこの機会に、Sweet10 をふり
返ってみませんか？
■期間：3 月 1 日（火）～ 21 日（月・振休）
　　　　※ 7 日・14 日休館
■時間：地域交流センター ALEC 開館時間
■場所：有田川町地域交流センター ALEC（アレック）

（担当課：金屋庁舎・商工観光課）
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ま ち の わ だ い

選挙が明るく正
しく行われるため
に、明るい選挙を
呼びかける「明る
い 選 挙 啓 発 ポ ス
ター」コンクール。
吉 備 中 学 校 3 年
生の川口亜祐さん
が佳作を受賞しま
した。おめでとう
ございます！

文豪・谷崎潤一郎が小説「痴人の愛」を
執筆、主人公の家のモデルとなった「ナオ
ミの家」が有田川町植野に移設復元されま
した。復元は町出身の則岡宏牟さんが、谷
崎の触っていた本物の窓枠や床などを利用
して行い、ボランティアの方とともに来訪
者に解説などを行っています。

12月のオープン時には約700人が来館。
ナオミの家は日曜日（盆・年末年始を除く）
の 10 時から 16 時まで、入場無料で一般
公開しています。

有田川町天満、株式会社古勝代表取締役 寺村公博様から
「車いす（リクライニング仕様）」を寄贈いただきました。こ
ちらの車いすは、吉備庁舎の玄関に置いています。

今後も、有田川町の施設へ毎年 1 台ずつ寄贈してくれる
予定です。ありがとうございました。

祝 100 歳
おめでとうございます

車いすの寄贈

平成 27 年度明るい選挙啓発ポスター

佳作 おめでとうございます！

谷崎潤一郎

「ナオミの家」復元

　下坊はるみ さん（二川）（= 写真）

　前島と志子 さん（楠本）
川口亜祐 さん （吉備中 3 年）

ナオミの家と則岡さん資料館の来館者とボランティアの方

谷崎が執筆に利用していた部屋の復元
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ま ち の わ だ い

1 月 24 日（日）、自主防災組織研修会が
行われ、町内約 160 人が参加しました。

役場職員から有田川町の災害想定や対策な
どの説明があった後、関西大学社会安全学部
教授　社会安全研究センター長河田惠昭氏に
よる講演「和歌山県で心配な災害とそれへの
対処法」が行われました。

自主防災組織研修会

有田川 防災まちづくり vol.3	 問い合わせ／吉備庁舎総務課

自分たちの地域は自分たちで守る！
～自主防災組織による防災・減災活動～

●「自主防災組織」をご存じですか？
自主防災組織とは、地域住民が協力・連携し、災害から「自分たちの地域は自分たちで守る」ため

に活動することを目的とした組織のことです。

●自主防災組織はどんなことをするの？
平常時 災害時
●防災知識の広報・啓発
●地域の災害危険の把握
●防災訓練・研修の実施　など

●避難誘導
●救出・救護
●避難所の運営　など

●自分の地区にも自主防災組織はあるの？
有田川町内には平成 28 年 2 月 1 日現在、107 大字中 85 大字で 80 組織が結成されています。

（下記表＝自主防災組織結成済地区）
吉備地区 金屋地区 清水地区

天満 水尻 大谷 尾中 東丹生図 吉原 中井原 西ヶ峯下 西薗 粟生 東大谷 遠井 下湯川

一ツ松 熊井 井口 角 西丹生図 修理川 金屋 中 尾上 中原 二川 三田 井谷

北筋 明王寺 賢 長田 吉見 吉田 長谷川 中峯 小原 川合 日物川 宮川 板尾

高瀬 小島 田角 上中島 下徳田 小川福井 彦ヶ瀬 有原 糸野 二澤 境川 大蔵 杉野原

植野 野田 船坂 庄一 上徳田 小川上野 瀬井 青田 西村 北野川 楠本 清水 押手

土生 大賀畑 長谷 庄二 奥徳田 小川中村 畦田 沼田 三瀬川 沼 久野原 沼谷

奥 田口 出 垣倉 秋葉 小川丹波 西ヶ峯上 延坂

●自主防災組織の重要性
　　災害発生直後、公助（役場や消防などの支援）には限界があり、次の点が懸念されます。

・「公助」が「すぐに」「すべての地域へ」は届かないかもしれない
・すべての被災地に支援が届くまでには、一定の時間が必要
・被災後 72 時間を過ぎると、生存確率は急激にさがる（「72 時間の壁」）

災害発生直後には地域の住民の皆さまが最も頼りになります。
地域の皆さまで「防災」について今一度考えてみませんか。
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狂犬病はかかった犬にかまれると感染し、犬も人間
も死亡率が高い恐ろしい病気です。
このような病気を流行させないために、次の日程で
狂犬病集合注射を行いますので、飼い主の方は飼い犬
（生後 3カ月以上）に予防注射を受けさせてください。

月日 予定時間 地　区 注射場所

①
4
月
11
日
（
月
）

 9:10 ～ 9:25 徳田 金屋橋南詰官地
 9:30 ～ 9:45 徳田 上徳田公民館
 9:50 ～ 10:10 徳田 秋葉公民館
10:20 ～ 10:40 吉見 吉見公民館
10:45 ～ 11:05 西丹生図 西丹生図公民館
11:10 ～ 11:30 垣倉 垣倉公民館
13:00 ～ 13:30 庄 JA マル御共撰組合
13:35 ～ 14:00 庄 庄二公民館
14:05 ～ 14:20 尾中 尾中公民館
14:25 ～ 14:45 長田 田殿公民館
14:50 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

②
4
月
12
日
（
火
）

 9:10 ～ 9:30 下津野 町商工会駐車場
 9:35 ～ 9:55 天満 藤並老人憩の家
10:00 ～ 10:20 上中島 上中島公民館
10:25 ～ 10:35 小島 小島資源ゴミ置場
10:45 ～ 11:05 明王寺 光明寺駐車場（自動車学校北）
11:10 ～ 11:40 水尻 水尻公民館
13:00 ～ 13:10 熊井 熊井公民館
13:15 ～ 13:25 熊井 熊井なぎの里ゴミ置場前
13:35 ～ 14:00 奥 奥ヒシオ出荷場
14:05 ～ 14:25 土生 土生公民館
14:30 ～ 14:50 天満 藤並公民館
15:00 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

〈問い合わせ先〉
　吉 備 庁 舎　環境衛生課
　清水行政局　建設環境室 ☎52‐2111

【飼い主の方へお願い】
●注射の事故を防ぐため、犬を抑えることができ
る方が犬を連れてきてください。
●犬は健康体であることが前提です。
　（注射の1週間前に、普段通り調子のいいことが目安です）
●飼い犬のフンは必ず持ち帰ってください。
●次に該当する場合は、動物病院で相談の上、注
射を受けてください。
①犬を押さえる人がいないとき
②犬の体調が悪い・様子が普段と違うとき
③慢性的な病気を持っている犬
④最近、治療・予防接種などの処置を受けた犬
⑤興奮しやすい性格の犬
⑥妊娠・発情などで普段と違う状態にある犬

月日 予定時間 地　区 注射場所

③
4
月
13
日（
水
）

9:10 〜 9:15 中野 中野区ゴミステーション前
9:20 ～ 9:30 中野 JA 金屋支所北側駐車場向かい
9:35 ～ 9:55 市場 第五共撰前

10:05 ～ 10:10 釜中 釜中集会所付近町道
10:20 ～ 10:30 下六川 下六川橋付近
10:35 ～ 10:45 黒松 黒松登り口三差路
10:50 ～ 10:55 上六川 青木橋前
11:05 ～ 11:15 糸野 生石公民館前
11:20 ～ 11:30 丹生 カタカメ共撰付近
13:00 ～ 13:10 出 丹生神社前
13:15 ～ 13:30 船坂 船坂公民館
13:35 ～ 13:55 賢 賢公民館
14:00 ～ 14:20 大谷 大谷公民館
14:25 ～ 14:50 田口 田口公民館
15:00 ～ 15:20 下津野 吉備庁舎駐車場

④
4
月
14
日（
木
）

9:10 ～ 9:20 小川 小川区民館前
9:25 ～ 9:35 吉田 酒本運送前
9:40 ～ 9:50 吉田 旧 JA 金屋支所東部支店前
9:55 ～ 10:00 有原 有原ゴミ置場前

10:10 ～ 10:15 西ケ峯上 西ケ峯上区民館前
10:30 ～ 10:35 西ケ峯下 浦義商店前
10:40 ～ 10:45 西ケ峯下 五名大橋国道側詰
10:55 ～ 11:00 畦田 旧北小学校前
11:05 ～ 11:10 彦ヶ瀬 彦ヶ瀬下り口国道付近
11:15 ～ 11:20 瀬井 畳岩橋横
11:25 ～ 11:30 中 中区民館前
13:05 ～ 13:10 本堂 五西月公民館下県道
13:15 ～ 13:20 沼田 沼田集会所前
13:35 ～ 13:45 生石 生石集会所前
13:55 ～ 14:05 尾上 旧早月小学校付近
14:10 ～ 14:15 延坂 津木商店上ゴミステーション前
14:20 ～ 14:25 青田 青田区民館前
14:30 ～ 14:45 伏羊 伏羊区民館前
14:55 ～ 15:00 立石 立石上の段の下県道

 注射料 　3,190円（１頭につき）※見込み
　　（内訳／注射手数料 2,640 円、注射済票代 550 円）

 登録料 　3,000円（１頭につき）
　　　　　  ※登録は生涯に１回です。

※おつりのいらないように、ご協力お願いします。

狂犬病予防
集合注射の
お知らせ
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月日 予定時間 地　区 注射場所

⑤
4
月
15
日（
金
）

 9:15 ～ 9:20 宇井苔 宇井苔集会所前

 9:30 ～ 9:35 修理川 旧修理川小学校下の国道

 9:40 ～ 9:50 松原 上松原・前川橋北詰

 9:55 ～ 10:05 修理川 松原橋（下）国道側詰

10:10 ～ 10:15 糸川 糸川集会所下町道

10:20 ～ 10:25 歓喜寺 和田行夫さん宅前町道

10:30 ～ 10:40 吉原 石垣公民館前

10:45 ～ 10:55 吉原 四部公園

11:00 ～ 11:10 吉原 岩間寺上交差点付近

11:15 ～ 11:25 歓喜寺 明恵上人遺跡前

11:30 ～ 11:35 吉原 中井利一さん宅付近

13:15 ～ 13:25 長谷川 長谷川区民館前

13:30 ～ 13:40 長谷川 一ツ田友也さん宅下国道

13:50 ～ 14:10 金屋 天理教付近堤防

14:15 ～ 14:25 中井原 コメリ金屋店付近

14:30 ～ 14:40 金屋 金屋区民館前

14:45 ～ 15:10 金屋 金屋庁舎駐車場

⑥
4
月
20
日（
水
）

 9:20 ～ 9:25 川口 川口集会所前

 9:30 ～ 9:40 岩野河 岩倉公民館前

 9:55 ～ 10:00 谷 谷区ゴミステーション前

10:15 ～ 10:25 岩野河 中戸橋国道側付近

10:30 ～ 10:35 粟生 東工舎金属製作所前

10:40 ～ 10:50 粟生 粟生連絡所前

10:55 ～ 11:00 粟生 旧粟生保育所前

11:05 ～ 11:15 粟生 坂上スタンド前

11:20 ～ 11:25 粟生 五村口（国道側）付近

11:35 ～ 11:40 中原 福本ふさよさん宅前

13:00 ～ 13:05 川合 五郷出張所

13:10 ～ 13:15 二澤 二澤口橋

13:20 ～ 13:25 二澤 坂上熊三さん宅前

13:30 ～ 13:35 二澤 南節和さん宅前

13:55 ～ 14:00 二川 特養しみず園下

14:05 ～ 14:10 二川 旧二川保育所前

14:15 ～ 14:25 二川 城山出張所付近

14:35 ～ 14:40 東大谷 東大谷生活改善センター下

14:55 ～ 15:00 日物川 丹生大明神前

月日 予定時間 地　区 注射場所

⑦
4
月
21
日（
木
）

9:30 ～ 9:40 楠本 青石スタンド前

9:45 ～ 9:50 楠本 高原の家しみず前

10:00 ～ 10:05 楠本 井本店前

10:15 ～ 10:20 沼 旧ＪＡ沼取次所前

10:20 ～ 10:35 遠井 遠井コミュニティセンター前

10:40 ～ 10:45 遠井 山手橋詰

10:55 ～ 11:00 宮川 宮川口

11:05 ～ 11:10 宮川 谷口恒久さん宅前

11:15 ～ 11:20 大蔵 スクールバス待合所

11:25 ～ 11:30 沼谷 沼谷公民館前

13:10 ～ 13:15 下湯川 畔川店前

13:20 ～ 13:25 下湯川 多井ゴミステーション前

13:30 ～ 13:35 下湯川 多津橋詰

13:45 ～ 13:50 下湯川 藤田治弘さん宅前

14:05 ～ 14:10 上湯川 下原口

14:55 ～ 15:00 沼 一番星店前

15:05 ～ 15:10 楠本 大岡酒店前広場（ダム湖畔側）

⑧
4
月
22
日（
金
）

 9:30 ～ 9:35 三田 若者広場駐車場

 9:40 ～ 9:45 清水 久保モータース前

 9:50 ～ 10:00 清水 清水橋詰

10:20 ～ 10:25 清水 西原マルカ土場

10:30 ～ 10:35 清水 島崎旧有鉄車庫前

10:40 ～ 10:45 清水 湯子真澄さん宅前

10:50 ～ 11:00 清水 清水行政局前

11:05 ～ 11:15 清水 清水文化センター駐車場

11:20 ～ 11:25 久野原 松浦喜吉さん宅前

13:00 ～ 13:15 久野原 消防団詰所前（JA 久野原支所跡）

13:20 ～ 13:25 久野原 えびす橋詰

13:30 ～ 13:35 久野原 岡本弘さん宅前

13:50 ～ 13:55 室川 坂本谷橋詰

14:15 ～ 14:25 板尾 安諦出張所前

14:30 ～ 14:35 杉野原 井本店前

14:40 ～ 14:45 杉野原 杉野原地域活性化ｾﾝﾀｰ前

14:55 ～ 15:05 押手 細東正明さん宅前

15:10 ～ 15:15 押手 押手橋詰

●  注射頭数や交通事情によって、予定時刻に到着しない場合があります。
●  実施日や時間、注射場所が変わっている地区がありますのでご注意ください。
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3 職員の手当の状況
 (1) 期末手当・勤勉手当（平成 27 年４月１日現在）

支
給
割
合

区分 ６月期 １２月期 計
期末手当 1.225 月分 1.375 月分 2.6 月分
勤勉手当 0.75 月分 0.75 月分 1.5 月分

計 1.975 月分 2.125 月分 4.1 月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　　役職加算　5 ～ 10％

（2）退職手当（平成 27 年 4 月 1 日現在）
支給率 自己都合 早期退職・定年

勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分

勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分

勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分

最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

その他加算措置 定年前早期退職特例措置 2～ 45％

退職時特別昇給 な　し

（注）職員手当としては、その他に、扶養手当、住居手当、時間外勤務手当
などがあります。

4 特別職の報酬等の状況 （平成 27 年 4 月 1 日現在）

給料月額 町長
副町長

700,000 円
580,000 円

議　員
報酬月額

議長
副議長
議員

300,000 円
250,000 円
230,000 円

期末手当

町長
副町長

	 　　　　　　　　　　　　役職加算
2.6 月分　×　給料月額　×　135％

議長
副議長
議員

　	 　　　　　　　　　　　　役職加算
2.6 月分　×　給料月額　×　110％

退職手当 町長
副町長

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）
700,000 円×在職月数× 0.433
580,000 円×在職月数× 0.258

14,548,800 円
7,182,720 円

任期満了時
（通算可）

（注）退職手当の「1 期の手当額」は 4 月 1 日現在の給料月額および支給率に
基づき、1 期（4 年＝ 48 月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

5 部門別職員数の状況 （各年 4 月 1 日現在、単位：人）

区　　分
職員数 対前年

増減数平成 26 年 平成 27 年

一般行政
部　　門

議会 3 3 0
総務 47 46 ▲ 1
税務 14 15 1

農林水産 28 28 0
商工 8 8 0
土木 15 13 ▲ 2
民生 89 88 ▲ 1
衛生 17 17 0
小計 221 218 ▲ 3

特別行政
部　　門

教育 48 44 ▲ 4
消防 62 64 2
小計 110 108 ▲ 2

普通会計計 331 326 ▲ 5

公営企業等
会計部門

水道 13 13 0
下水道 10 9 ▲ 1
その他 24 26 2
小計 47 48 1

合　　　計 378 374 ▲ 4

1 総括
（1）人件費の状況
　　（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況
　　（普通会計決算）

2 職員の平均給与月額、初任給などの状況
（1） 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　（平成 27 年４月１日現在）

区　分

一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与

月額
（国ベース）

有田川町 42.9 歳 317,800 円 373,596 円 340,107 円
和歌山県 43.2 歳 333,452 円 413,374 円 369,590 円

国 43.5 歳 334,283 円 ―　円 408,996 円
（注１）「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均です。
（注２）「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、

時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。
（注３）「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額には

時間外勤務手当などの手当が含まれていないことから、比較のため
国家公務員と同じベースで再計算したものです。

（2）職員の初任給の状況（平成 27 年４月１日現在）
区分 有田川町 和歌山県 国

一　般
行政職

大学卒 174,200 円
大学卒 180,800 円

総合 181,200 円

短大卒 154,800 円 一般 174,200 円

高校卒 142,100 円 146,500 円 142,100 円

技　能
労務職

大学卒 174,200 円 ― ―

短大卒 154,800 円 ― ―

高校卒 142,100 円 144,200 円 ―

福祉職
および
消防職

大学卒 174,200 円 ― ―

短大卒 154,800 円 ― ―

高校卒 142,100 円 ― ―

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 27 年４月１日現在）

区　分
経験年数
10 年以上
15 年未満

経験年数
15 年以上
20 年未満

経験年数
20 年以上
25 年未満

大　卒 287,400 円 309,300 円 348,200 円

短大卒 271,200 円 303,700 円 335,800 円

高　卒 254,600 円 278,000 円 323,500 円
（注）一般行政職、技能労務職、福祉職、消防職いずれも同じ給料表を使用

しています。

有田川町の給与・定員管理の状況

人件費以外
11,761百万円
(79.9％)

人件費
2,959百万円
(20.1％)

職員手当
213,624千円

給料
1,288,410千円
(65.7％)

平成26年度
合計

1,960,263
千円

平成26年度
歳出額
14,720
百万円

(10.9％)

期末・勤勉
手当

458,229千円
　(23.4％)

【参考】
平成25年度の人件費率：17.3％
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参加無料申し込み不要

 

有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

地域づくり
☎

３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で高齢者のさまざまな相
談に応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

地方創生

ありだが輪
わ

という未来
ARIDAGAWA2040地域づくり

フォーラム2016
～「ありがとう」で地域がつながるために、あなたの力を貸してください～

3月 28日（月）
 時間 　13 時 30 分～15 時 30 分
 場所 　金屋文化保健センター
　　　  ２階文化ホール

▼なぜ地域づくりなのか

▼自主活動がなぜ重要なのか

▼男性も集える場所を作るには？

▼誰でもできる助け合い

▼子供からシニアまで、
　誰にでも何かができる

▼有償ボランティアの仕組みを作る

▼多世代でつながる「ありがとう」の輪！

有田川町で活躍している方
に舞台で日頃の活動を発表
してもらったり、子どもた
ちに登場してもらったりし
ます！

あなたの知っている人も登
場するかも！？
地域がつながることを目的と
した、みんなで作るフォーラ
ムだよ！

このフォーラムのフィナーレで
歌を歌ってくれる

こども合唱ボランティア
募集中！

年　　齢／ 3 ～ 10 歳くらいまで
募集人数／ 30 人程度（先着順）
曲　　目／「ありがとうの花」
　　　　　（『おかあさんといっしょ』より）
締め切り／ 3 月 15 日（火）
　当日、おうちの人と会場に来れる子が対象です。
舞台に上がるのはおうちの人と一緒でもOKだワン！
　　　　申し込みのお電話を待ってるワン♪
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健康みちしるべ

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
お
う

金
屋
庁
舎
　
健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局
　
住
民
福
祉
室	

☎

3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
は
、
学
校
生

活
や
社
会
生
活
に
お
い
て
変
わ
り
目
の
時

期
に
な
り
、
環
境
の
変
化
な
ど
が
大
き
く
、

自
分
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
ら
だ
の
不
調
に
は
気
づ
い
て
も
、「
こ

こ
ろ
」
の
疲
れ
は
見
落
と
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
の
予
防
に
は
、
ま
ず
自

分
の
状
態
を
知
り
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

ス
ト
レ
ス
が
ど
の
よ
う
な
症
状
と
な
る

か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

・
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る

・
よ
く
眠
れ
な
い
、
眠
り
が
浅
い

・
な
ん
と
な
く
疲
れ
や
す
い

・
あ
ま
り
人
と
関
わ
り
た
く
な
い

・
胃
痛
、
頭
痛
、
肩
こ
り
が
ひ
ど
い

な
ど

3
つ
の
R
が

大
切

ス
ト
レ
ス
（
こ
こ
ろ
の
疲
れ
）
を
解
消
す

る
に
は
3
つ
の
R
を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
病
気
の

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

（
※
厚
生
労
働
省
、
う
つ
啓
発
委
員
会
）

ス
ト
レ
ス
が
続
く
と
自
分
で
も
気
付
か

な
い
う
ち
に
、
う
つ
状
態
に
な
っ
て
い
る

と
き
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
1
日
中
気
分
が
沈
ん
で
い
る
。

②
何
に
対
し
て
も
興
味
が
わ
か
ず
、
楽
し

め
な
い
。

③
食
欲
が
低
下
、
ま
た
は
体
重
の
増
減
が

激
し
い
。

④
寝
付
け
な
い
。
夜
中
や
早
朝
に
目
が
覚

め
る
。

⑤
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。
落
ち
着
き
が
な
い
。

⑥
疲
れ
を
感
じ
る
。
気
力
が
湧
か
な
い
。

⑦
自
分
に
価
値
が
な
い
、
ま
た
は
申
し
訳

な
い
と
感
じ
る
。

⑧
仕
事
や
家
事
に
集
中
、
決
断
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

⑨
消
え
て
し
ま
い
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ

る
。

9
項
目
の
う
ち
、
あ
て
は
ま
る
項
目
が

1
つ
で
も
あ
れ
ば
、
こ
こ
ろ
の
疲
れ
が
出

て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

困
っ
た
時
に
は

誰
か
に
相
談

話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
気
持
ち

が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
症
状
が
続
く
と
き
は
早

め
に
医
療
機
関
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより

みなさんの楽しい子育てを応援します。
4 月より子育て支援センターは下津野 245-1（きび中央保育所）

に移転します！いつでも気軽に遊びに来てくださいね！

子育てワンポイントアドバイス
ひとりで頑張らないで、助けられ上手になりましょう

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日10:00～ 11:00
（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0〜1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

25日〜4月1日（金）のあそびのひろばはお休みです。
29日〜4月1日は移転のためお休みとなります。
■場所／子育て支援センター（藤並保育所 2 階）

☎090－7966－1697　52－5474［FAX兼用］

Rest	 〈休息〉
十分な睡眠や食事などの休養

Relaxation	 〈リラックス〉
音楽・読書・マッサージなど、ここ
ろとからだのリラックス

Recreation	 〈レクリエーション〉
趣味・スポーツ・旅行などの楽しみ
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健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

3 月　1 日（火）清水保健センター
3 月　2 日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

3 月 3 日（木）	19:30 ～ 20:30 ／粟生小学校体育館
	 リズム体操
3 月 10 日（木）	20:00 ～ 21:00 ／金屋農村センター
	 リズム体操
3 月 17 日（木）	14:00 ～ 15:00 ／清水会館
	 ステップ台エクササイズ
3 月 25 日（金）	14:00 ～ 15:00 ／金屋農村センター
	 1 年を振り返ってまとめの体操
■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

3 月 3 日（木）金屋文化保健センター
3 月 7 日（月）清水保健センター
3 月 10 日（木）金屋文化保健センター
3 月 17 日（木）金屋文化保健センター
3 月 24 日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診	 ［平成 27年 11月生まれ］
　3 月 22 日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
10カ月児健診	 ［平成 27年 4月生まれ］
　3 月 1 日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
1歳 6カ月児健診	［平成 26年 7月生まれ］
　3 月 16 日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
2歳児健診	 ［平成 25年 12月生まれ］
　3 月 23 日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
3歳 6カ月児健診	［平成 24年 8月生まれ］
　3 月 9 日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

3 月 7 日（月）「記念製作」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

3 月 15 日（火）
　「双眼鏡をもってでかけよう！」
■場所／清水保健センター

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成28年1月）

区　　分 国民健康保険

加入者数 8,912 人

支払額 3 億 4,022 万円

1 人当たりの医療費 38,175 円

26 年度 1 人当たりの医療費（月） 33,748 円

26 年度 1 人当たりの医療費（年） 404,980 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00 ～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:30～11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を
止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

　「健康診断の結果がよくわからない！」「血圧が高いと
言われたけど、何に気をつければいいの？」など、健康
に関することなら、なんでもお気軽にご相談ください。
　また、金屋文化保健センターの健康相談では管理栄養
士による栄養相談も行っています（清水保健センターで
は事前に保健師への連絡が必要となります）。

あなたの健康づくりを応援！
保健師による健康相談を実施しています
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火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
火
災
の
軽
減
を
図
る
た
め
住

民
一
人
一
人
の
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
、
ご
家
庭
に
お
い
て
コ
ン
ロ
や

暖
房
器
具
の
点
検
、
身
の
回
り
の
整
理
を

す
る
な
ど
今
一
度
、
防
火
点
検
を
実
施
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
く
、
山
火

事
も
発
生
し
や
す
く
な
る
こ

と
か
ら
、
全
国
山
火
事
予
防

運
動
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

優
秀
賞 

　（
石
谷 

龍
希
さ
ん
）

「
火
の
怖
さ　

学
ん
で

　
　
　
　

こ
の
町　

火
災
ゼ
ロ
」

入
　
選 
　（
田
口 

美
鈴
さ
ん
）

「
点
け
た
火
は　

消
す
ま
で

　
　
　
　

責
任　

自
己
管
理
」

入
　
選 

　（
上
田 
純
生
さ
ん
）

「「
大
丈
夫
。」
心
の
ゆ
る
み

　
　
　
　

火
事
の
も
と
」

入
　
選 

　（
髙
居 

大
和
さ
ん
）

「
そ
の
油
断　

あ
な
た
の

　
　
　
　

未
来
を　

焼
き
つ
く
す
」

入
選
作
品
は
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
、
幅
広
く
火
災
予
防

活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

救
急
件
数
は
年
々
増
加
し
、
平
成
27

年
は
過
去
最
多
の
出
動
と
な
り
、
20
年

前
と
比
べ
て
ほ
ぼ
2
倍
の
件
数
と
な
り

ま
し
た
。

救
急
車
を
要
請
さ
れ
る
理
由
と
し
て

は
、急
病
が
最
も
多
く
、一
般
負
傷
（
転

倒
等
）、
交
通
事
故
な
ど
で
す
。

搬
送
さ
れ
た
方
の
傷
病
程
度
は
、
次

の
表
の
と
お
り
、入
院
必
要
な
中
等
症
・

重
症
の
方
は
約
半
数
、
入
院
を
必
要
と

し
な
い
軽
症
の
方
は
約
4
割
で
し
た
。

ま
た
、
脳
疾
患
・
心
臓
疾
患
・
重
症

外
傷
な
ど
、
特
に
緊
急
性
の
高
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
は
50
件
で
し
た
。

救
急
車
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
生
命
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
病
気

や
事
故
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
、

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
1
件

救　
　

急
…
…
…
…
1
3
7
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
2
件

（
平
成
28
年
1
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

春
の
火
災
予
防
運
動

（
3
月
1
日
～
3
月
7
日
）

「
第
4
回
　
防
火
の
詩う

た

」

入
賞
作
品
発
表

救
急
統
計
に
つ
い
て

3
年
連
続
最
多
更
新

749 件

1283 件 1304 件 1378 件
救急出動件数の推移

平成 7年 平成 25年 平成 26年 平成 27年
0

300

600

900

1200

1500

傷病程度別

軽症
（入院必要なし）

41％

中等症
（3週間未満の入院）

34％

重症 13％
死亡 2％
その他 10％
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎52-2111

4月から引っ越します！

一時保育とは、保護者の出産や突然の疾病、
育児疲れの軽減などの理由で一時的に子ども
を預かる制度です。

室内を開放していますので、親子で自由に
遊ぶことができます。また、育児相談では親
子の心に寄り添い、気持ちを受け止め、ケー
スに応じた支援をしています。

一時保育 子育て支援センター

一時保育と子育て支援センターが引っ越します。（平成 28 年 4 月～）

場所：有田川町下津野 245 － 1（旧きび中央保育所）
電話：0737 － 52 － 5474

一時保育
平　日	 8：30 ～ 17：00
料　金	 4 時間未満　1,050 円
	 4 時間以上　2,100 円
対　象	 生 後 6 カ 月 ～ 小 学 校 就 学 前 の　

保育所などに入所していない児童。事
前登録および、予約が必要です。

子育て支援センター
月曜日　育児相談

火曜日

　 〜

木曜日

金曜日　あそびのひろば

ほっとルーム
（室内開放）

詳しくは、こども教育課または子育て支援センターにお問い合わせください。

13



新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

『学校の近くの家』	 青木淳悟 // 著

『たんぽぽ団地』	 重松清 // 著

『ブルーアウト』	 鈴木光司 // 著

『言い訳だらけの人生』	 平安寿子 // 著

『変政の秋』	 堂場瞬一 // 著

『はだれ雪』	 葉室麟 // 著

『あの人が同窓会に来ない理由』

	 はらだみずき // 著

『青い真珠は知っている』	 藤本ひとみ // 著

　くらし　

『女性と子どもの貧困』	  樋田敦子 // 著

『有元葉子のご飯料理』	 有元葉子 // 著

『奇跡の 3 年 2019・2020・2021ゴールデン・
スポーツイヤーズが地方を変える』

	 間野義之 // 著

『文化庁国語課の勘違いしやすい日本語』

	 文化庁国語課 // 著

『バスボムレシピ』	 篠原由子 // 著

『DIY で部屋リノベーションする本』
	 学研プラス

　健　康　

『親ががんになったら読む本』	 山口建 // 著

『体が硬い人のための関節が柔らかくなる
ストレッチ＆筋トレ』	 荒川裕志 // 著

『女性の ADHD』	 宮尾益知 // 著

『10 代の脳』	 フランシス・ジェンセン

	 エイミー・エリス・ナット // 著

児 童 書
『げんこつげんたろう』	くすのきしげのり // 作

『にっぽんのおやつ』	 白央篤司 // 著

『星と星座のふしぎ』	 荒舩良孝 // 著

『ママはお医者さん』	 あさのあつこ // 作

3 月の移動図書館
3/ 1（火）	城山西小学校
3/ 2（水）	安諦小学校
	 久野原小学校
3/ 4（金）	こころの医療センター
	 西ケ峯小学校
3/ 8（火）	鳥屋城小学校
3/ 9（水）	石垣小学校
3/11（金）	八幡小学校
3/14（月）	西ケ峯小学校
3/15（火）	城山西小学校
3/16（水）	田殿小学校
3/18（金）	こころの医療センター

13:00 ～ 13:25
13:00 ～ 13:30
14:15 ～ 14:30
14:30 ～ 15:00
15:40 ～ 16:00
12:50 ～ 13:20
13:00 ～ 13:30
13:00 ～ 13:45
15:40 ～ 16:00
13:00 ～ 13:25
13:00 ～ 13:30
13:00 ～ 13:20

2 月のイベント
おはなしマラソン
12 日（土）　金屋図書館　10:00 ～ 10:30

ブックラザ
（親子創作造形遊び）：2 ～ 4 歳の親子対象
24 日（木）　金屋図書館　10:00 ～ 11:00
プログラム／	レッツクッキング♪
	 オムライスを作ろう！

おひざでだっこのおはなし会
（わらべうた教室）：0 ～ 2 歳児対象
8 日（火）　金屋図書館　10:00 ～ 11:00
プログラム／思いやりの心

JR 藤並駅2階
ちいさな駅美術館　～Ponte　del　Sogno ～

3/1（火）～ 3/31（木）
※ 3/17（木）は臨時休館　※最終日は 15 時で終了
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主
人
公
の
少
女
は
、
太
平
洋
戦
争
の
末

期
、
東
京
大
空
襲
で
母
親
と
二
人
の
妹
を

亡
く
し
、
疎
開
の
途
中
駅
で
飛
行
機
か
ら

の
銃
弾
で
父
親
を
亡
く
し
、
た
っ
た
一
人

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
争
が
終
わ
り
、

預
け
ら
れ
て
い
た
親
戚
先
で
は
水
く
み
や

家
畜
の
世
話
な
ど
を
し
、
学
校
も
行
か
せ

て
も
ら
え
な
い
厳
し
い
生
活
を
送
っ
た
。

そ
の
後
、
戦
地
か
ら
帰
っ
て
き
た
兄
と
一

緒
に
戦
後
を
一
生
懸
命
に
生
き
抜
き
、
最

後
に
新
し
く
で
き
た
日
本
国
憲
法
に
つ
い

て
語
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
は
、
悲
惨

さ
を
強
く
表
現
す
る

こ
と
は
当
然
だ
が
、
私

は
こ
こ
ま
で
悲
惨
さ

を
訴
え
な
く
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
た
。
し
か

し
、
戦
争
を
実
際
に
体

験
さ
れ
た
方
の
お
話

で
は
、
現
実
は
も
っ
と

ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
だ
。

昨
年
、
集
団
的
自
衛

権
を
巡
っ
て
国
会
を
中

心
に
全
国
で
大
議
論
が
行
わ
れ
、
最
終
的

に
新
し
い
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
選
挙
権

も
18
歳
か
ら
に
な
っ
た
。
そ
し
て
現
在
国

会
で
は
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
映
画
を
鑑
賞
し
て
、
戦
争

や
憲
法
に
つ
い
て
、
人
任
せ
に
す
る
の
で

は
な
く
、
一
人
一
人
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
と
さ
ら
に
願

う
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
も
今

一
度
多
く
の
人
の
意
見
を
聞
き
、
自
分
自

身
の
考
え
を
深
め
て
い
こ
う
と
思
う
。

T
・
K

●
ア
ン
ケ
ー
ト
に
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
60
代
　
女
性

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
貧
し
く
と
も
助
け
合
い
が
あ
っ
た
時

代
と
現
代
を
比
べ
る
と
、
私
達
は
何
か
忘

れ
物
を
し
て
い
る
気
持
ち
で
す
。

◎
70
代
　
女
性

人
権
に
関
す
る
多
彩
な
催
し
物
で
、
認

識
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
続
け

て
ほ
し
い
で
す
。

人
間
は
み
な
助
け
合
い
な
が
ら
、
こ
の

世
を
生
き
て
い
く
の
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

◎
10
代
　
男
性

や
は
り
戦
争
は
だ
め
だ
と
思
っ
た
。
私

達
若
い
世
代
も
戦
争
を
知
り
、
な
く
し
て

い
こ
う
と
思
っ
た
。

◎
40
代
　
女
性

心
が
苦
し
く
な
る
話
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
希
望
に
満
ち
た
話
で
、
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
世
界
か
ら
戦
争

が
な
く
な
る
事
を
、
あ
き
ら
め
て
は
い
け

な
い
。

苦
し
い
時
期
が
あ
っ
て
も
、
一
生
懸
命

生
き
れ
ば
い
つ
か
素
敵
な
人
生
が
つ
か
め

る
。
そ
ん
な
映
画
で
し
た
。

◎
70
代
　
女
性

わ
か
り
や
す
く
”
戦
争
と
は
”
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
も
う
一
度
全
地
球
人

が
原
点
に
立
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
…
よ
い
映
画
で
し
た
。

◎
60
代
　
女
性

忘
れ
か
け
て
い
く
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改

め
て
実
感
し
た
。
胸
が
詰
ま
る
思
い
で
し

た
。

◎
10
代
　
女
性

12
歳
の
少
女
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
生
き

て
い
き
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

人
権
だ
よ
り
　
123

映
画
「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」
を
鑑
賞
し
て

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７ 参加者年代

～10 代
（13％）

20 代（3％）

30 代
（0％）40 代

（8％）

50 代
（17％）60 代

（34％）

70 代～
（22％）

不詳（3％）

15



お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 27 年 1 月 31 日現在）

人口 27,239 人

男 12,810 人

女 14,429 人

10,425 世帯

交通事故発生件数
（1月中、物損含む）

有田川町 54 件
死者 0 人　負傷 0 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 − 5356
ＡＬＥＣ（ アレック） 52 − 4730

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育て支 援センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町少年センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談
所

●
3
月
17
日（
木
）

・
二
川
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

9
時
～
11
時
30
分

・
粟
生
区
集
会
所

　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
3
月
24
日（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

問
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清
水
行
政
局
総
務

政
策
室

福 

祉

◆
◆
◆

有
田
川
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
30
歳
以
上
）

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
者
の
皆
さ
ま
に

1
日
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
も
例
年
と
同
じ
検
査
医
療

機
関
で
受
検
し
た
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
一

部
助
成
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
点
に

留
意
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
け
付
け

・
4
月
6
日（
水
）
～
8
日（
金
）

　

／
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
み

・
4
月
11
日（
月
）
～

　

／
そ
の
他
契
約
医
療
機
関

●
受
け
付
け
窓
口
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進

課
・
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
清
水
行
政
局

住
民
福
祉
室
・
各
出
張
所

※
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

●
ド
ッ
ク
の
種
類
／
①
人
間
ド
ッ
ク
②
脳

ド
ッ
ク
③
人
間
+
脳
ド
ッ
ク

※
3
コ
ー
ス
の
内
い
ず
れ
か
1
つ
の
コ
ー

ス
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
年
度
内

に
1
回
だ
け
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

す
べ
て
の
コ
ー
ス
に
特
定
健
診
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
限

・
国
民
健
康
保
険
の
方
／
平
成
29
年
3
月

末
ま
で

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方
／
平
成
28

年
12
月
末
ま
で

●
検
査
医
療
機
関
／
有
田
南
病
院
（
有
田

川
町
）
人
間
ド
ッ
ク
、
済
生
会
有
田
病

院
（
湯
浅
町
）
人
間
ド
ッ
ク
、
有
田
市

立
病
院
（
有
田
市
）
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
、
桜
ヶ
丘
病
院
（
有
田
市
）
人

間
ド
ッ
ク
、
亀
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
有
田

川
町
）
脳
ド
ッ
ク
、
西
岡
病
院
（
有
田

川
町
）
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
人

間
+
脳
ド
ッ
ク
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー

（
和
歌
山
市
）人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・

人
間
+
脳
ド
ッ
ク
、
日
赤
医
療
セ
ン

タ
ー
（
和
歌
山
市
）
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
、
健
診
セ
ン
タ
ー
キ
タ
デ
（
御

坊
市
）
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
人

間
+
脳
ド
ッ
ク

●
変
更
事
項

・
医
療
機
関
受
け
付
け
開
始
日
の
変
更

・
有
田
市
立
病
院
に
お
い
て
脳
ド
ッ
ク
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
た
だ
し
、

月
曜
日
の
み
）。

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

栄
養
教
室
「
調
味
料
を
変
え
れ
ば
カ

ラ
ダ
が
変
わ
る
～
第
3
回
：
味
噌
～
」

毎
日
の
料
理
に
は
か
か
せ
な
い
調
味

料
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
に
合
っ
た
調
味

料
を
選
び
た
い
も
の
。
美
と
健
康
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
と
言
わ
れ
る
「
味
噌
」
を
賢
く

使
い
こ
な
そ
う
!

●
日
時
／
3
月
14
日（
月
）
10
時
～
12
時

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

●
参
加
対
象
者
／
食
に
興
味
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も（
有
田
川
町
民
に
限
る
）

●
参
加
費
／
無
料

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ

ル
・
筆
記
用
具

●
申
込
期
限
／
3
月
9
日（
水
）

問
申
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み
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制 

度

◆
◆
◆

障
害
児
者

施
設
通
所
助
成
金
・
補
助
金
制
度

有
田
川
町
に
は
次
の
よ
う
な
助
成
金
・

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
助
成
金
・
補

助
金
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要
で
す
。
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
3
月
末
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
有
田
川
町
障
害
者
施
設
通
所

　

交
通
費
助
成
金
交
付
制
度

在
宅
の
障
害
者
の
方
が
障
害
者
支
援
施

設
な
ど
に
通
所
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者
は
通
所
距
離
が
2
㎞
を
超
え
る

方
で
路
線
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
を
利
用
さ
れ

て
通
所
し
て
い
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
他
の
制
度
に
よ
り
、
交
通
費

の
補
助
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

●
有
田
川
町
障
害
児
通
所
施
設

　

遠
距
離
通
所
補
助
金
交
付
制
度

有
田
川
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設

（
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
・
児
童
発
達
支

援
事
業
所
な
ど
）
に
通
う
児
童
の
保
護
者

に
対
し
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
補

助
金
で
す
。

対
象
者
は
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設

に
通
所
（
施
設
の
開
所
日
数
の
半
分
以
上

通
所
）
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
で
自
宅

か
ら
の
距
離
が
4
㎞
を
超
え
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
既
に
障
害
児
通
所
施
設
遠
距
離

通
所
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
通
所
施
設
に
お
い
て
「
出
席
状
況

証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
請
求

書
と
振
り
込
み
先
が
分
か
る
物
と
と
も
に

4
月
5
日（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
小
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
、
学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
な
ど

の
費
用
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
が
認
定
基
準
に
基
づ
い
て

「
要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
」

と
認
め
た
場
合
に
援
助
を
行
い
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
在
籍
し
て
い
る
小
・
中

学
校
長
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課

病
児
保
育
事
業
の
ご
案
内

●
病
児
保
育
と
は

入
院
を
必
要
と
し
な
い
程
度
の
病
状

で
、
急
性
期
～
回
復
期
に
あ
た
り
、
家
庭

や
集
団
で
の
保
育
が
困
難
な
お
子
さ
ま
を

一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

※
医
師
に
よ
り
受
け
入
れ
が
不
可
能
と
判

断
さ
れ
た
場
合
に
は
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
（
す
べ
て
当
て
は
ま
る
子
ど
も
）

①
生
後
6
カ
月
～
小
学
3
年
生

②
保
護
者
の
就
労
・
傷
病
・
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
社
会
的
な
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で

の
保
育
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と

●
対
象
と
な
る
病
気

①
風
邪
・
下
痢
（
腸
炎
）
な
ど
、
子
ど
も

が
日
常
的
に
か
か
る
疾
患

※
脱
水
症
状
は
な
い
が
、
保
育
所
な
ど
に

連
れ
て
行
け
な
い
と
き

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水

痘
な
ど
の
伝
染
病
疾
患
（
麻
疹
を
除
く
）

※
急
性
期
は
過
ぎ
、
全
身
状
態
は
安
定
し

て
い
る
が
、
出
席
停
止
期
間
で
保
育
所

な
ど
へ
行
け
な
い
と
き

③
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
慢
性
疾
患

※
呼
吸
困
難
は
強
く
な
い
が
、
保
育
所
な

ど
に
は
連
れ
て
行
け
な
い
と
き

④
骨
折
・
熱
傷
な
ど
の
外
傷
性
疾
患

※
病
状
が
固
定
し
て
も
、
保
育
所
な
ど
に

は
連
れ
て
行
け
な
い
と
き

●
利
用
料
金

世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
ま
す
。

●
利
用
時
間
／
8
時
30
分
～
17
時
30
分

※
土
・
日
・
祝
日
・
そ
の
他
平
山
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
休
診
日
は
お
休
み
で
す
。

●
利
用
手
続
き

・
役
場
で
の
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
平
成
27
年
中
に
有
田
川
町
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
で
平
成
27
年
度
課
税

証
明
書
を
取
り
、添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
用
紙
は
各
庁
舎
・
行
政
局
、
各
保

育
所
、
平
山
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
常

備
し
て
い
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課

お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

世帯区分 利用料
生活保護世帯 無料
前年度分の市町村
民税非課税世帯

1 日　1000 円
（半日　500 円）

上記以外の世帯 1 日　2000 円
（半日　1000 円）
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催 

し

◆
◆
◆

棚
田
ウ
ォ
ー
ク
in

あ
ら
ぎ
島
２
０
１
６

～
原
風
景
の
散
策
　
蔵ざ

王お
う
権ご
ん
現げ
ん
社し
ゃ
へ
の
参
拝
～

国
選
定
重
要
文
化
的
景
観
内
あ
ら
ぎ
島

周
辺
を
散
策
す
る
「
棚
田
ウ
ォ
ー
ク
in
あ

ら
ぎ
島
」
は
今
年
で
8
回
目
を
迎
え
ま
し

す
。
昨
年
好
評
い
た
だ
い
た
三
田
蔵
王
権

現
社
の
会
式
お
参
り
と
お
餅
ま
き
に
、
今

年
も
地
元
の
ご
協
力
に
よ
り
参
加
。
春

風
を
感
じ
な
が
ら
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
？

●
日
時
／
4
月
16
日

（
土
）
9
時
15
分
集

合
（
15
時
30
分
終
了

予
定
）

●
集
合
場
所
／
道
の
駅　

あ
ら
ぎ
の
里

●
コ
ー
ス
／
全
行
程
距

離　

約
7
㎞

●
参
加
料
／

　
　
　

1
，0
0
0
円

　
（
参
加
者
1
人
に
つ
き
）

●
昼
食
／
各
自
持
参

●
申
し
込
み
方
法
／
電

話
・
F
A
X
に
よ
り

参
加
者
の
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
（
複
数
人

申
し
込
む
場
合
は 

誰
が
代
表
者
で
あ

る
か
を
明
記
）
を
記
入
の
上
、
清
水
行

政
局
産
業
振
興
室
へ

●
申
込
期
間
／
3
月
14
日（
月
）
～
4
月

1
日（
金
）

※
た
だ
し
、
募
集
定
員
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
ま
す
。

●
定
員
／
先
着
40
人
程
度

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

（
同
伴
者
も
参
加
者
と
す
る
）

●
当
日
の
持
ち
物
／
弁
当
、水
筒（
お
茶
）、

健
康
保
険
証
、
帽
子
、
雨
具
、
着
替
え
、

タ
オ
ル
、
常
備
薬
、
餅
ま
き
用
ナ
イ
ロ

ン
袋
な
ど

●
雨
天
の
場
合
／
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場

合
は
翌
日
に
延
期
し
ま
す
。

荒
天
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
前
日
夕

刻
に
実
施
の
判
断
を
し
、
延
期
決
定
と

な
っ
た
場
合
の
み
参
加
者
（
代
表
者
）

に
電
話
連
絡
し
ま
す
。
な
お
、
延
期
の

場
合
は
、
コ
ー
ス
が
変
更
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

問
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

「ナイナイのお見合い大作戦お迎えギャラリー募集」
問い合わせ／吉備庁舎企画財政課
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募 

集

◆
◆
◆

臨
時
職
員
の
募
集

●
職
種
・
採
用
予
定
人
数
／
作
業
員
・
4

人
程
度

●
作
業
内
容
／
町
有
施
設
や
道
路
沿
い
の

草
刈
り
清
掃
な
ど

●
雇
用
期
間
／
5
月
上
旬
～
10
月
末（
約

6
カ
月
間
）

●
応
募
資
格
・
勤
務
条
件
な
ど

①
失
業
な
ど
に
よ
り
就
職
活
動
中
の
者
お

よ
び
5
月
1
日（
日
）
ま
で
に
離
職
予

定
の
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
草
刈

機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
た
作
業

が
可
能
な
者

③
有
田
川
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
者

④
65
歳
以
下（
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
）

⑤
そ
の
他
の
応
募
資
格
や
給
与
な
ど
の
雇

用
条
件
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
●
選
考
方
法
／
面
接
試
験
（
人
物
、経
験
、

性
格
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
面
接
）

●
申
し
込
み
手
続
き
／
所
定
の
申
込
書
に

よ
り
、
吉
備
庁
舎
総
務
課
ま
で

●
受
付
期
間
／
3
月
14
日（
月
）
～
3
月

25
日（
金
）
8
時
30
分
～
17
時
15
分（
土

曜
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
は
除
く
）

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

案 

内

◆
◆
◆

営
農
給
水
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
の
入
替
に
伴
う

カ
ー
ド
の
変
更
に
つ
い
て

有
田
川
町
が
設
置
し
て
い
る
営
農
給
水

施
設
17
カ
所
の
う
ち
10
カ
所
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
新
シ
ス
テ
ム
に
入
れ
替
え
済

み
で
す
が
、
今
回
新
た
に
5
カ
所
の
入
れ

替
え
が
完
了
し
ま
す
。

（
左
表　

番
号
11
～
15
の
5
カ
所
で
す
）

新
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
後
は
、
現
在
お

持
ち
の
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
が
使
用

で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
新
シ
ス

テ
ム
用
の
カ
ー
ド

の
購
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
そ

の
場
合
に
は
、
お

手
持
ち
の
カ
ー
ド

の
残
水
量
分
相
当

額
を
差
し
引
い
た

金
額
で
購
入
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
す

が
、
金
屋
庁
舎
産

業
課
ま
で
カ
ー
ド

を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。お

世
話
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
産
業

課

お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

番
号 設置場所

使用できるカードの種類

新システムに
ついて

（白地に黒の印字） （白地もしくは水色地に青の印字）
1 吉原 給食センター横（西側）

○
（今までどおり）

×
すでに

導入済み

2 吉原 石垣尾神社近く（グラウンド奥）
3 中井原 金屋中学校北門付近
4 市場 稲荷橋北側
5 糸野 JA 生石支所入口前
6 小川（丹波） 小川農道支線沿い
7 小川（中村） 青年会場前
8 小川（福井） 福井会館前
9 土生 ゴルフ練習場横
10 垣倉 鷹ノ巣池横（あたご山入口付近）
11 吉原 神戸の三差路（国道沿い）

○
（平成 28 年 3 月以降

完了）
×

平成 28 年 3 月中に
完成

12 中野 金屋中学校への上り道沿い
13 下六川 下六川橋横
14 小川（上野） 水道施設敷地内
15 吉田 吉田区民館横
16 丹生 丹生農道上り口

× ○
平成 29 年 3 月頃

導入予定17 伏羊 観音寺下
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お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

通
知
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
の
手
続

き
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

皆
さ
ま
の
ご
自
宅
に

11
月
頃
お
届
け
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知

カ
ー
ド
」
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
す
る
書
類

と
し
て
役
場
な
ど
へ
提

出
を
求
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
顔
写
真
付
き
で
発
行
し
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
に
つ
い
て
は
、
本
人
確
認
書
類
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
に
つ
い
て

契
約
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

本
年
4
月
1
日
か
ら
電
力
小
売
り
の
全

面
自
由
化
が
始
ま
り
、
家
庭
で
も
電
力
の
購

入
先
を
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

電
力
の
購
入
契
約
を
締
結
す
る
際
に

は
、
毎
月
の
電
気
料
金
、
解
約
金
な
ど
、

契
約
解
除
の
制
約
な
ど
を
十
分
確
認
・
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
経
済
産
業
省
電
力
取
引
監
視
等
委
員
会

事
務
局
総
務
課

☎
０
３
‐
３
５
０
１
‐
１
５
２
９

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団　

in
湯
浅

湯
浅
町
で
は
、
平
成
28
年
6
月
に
町
制
施

行
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
人

気
テ
レ
ビ
番
組
「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
の
公
開
収
録
お
よ
び
出
張
鑑
定
を
行

い
ま
す
の
で
、
鑑
定
依
頼
品
お
よ
び
観
覧

者
を
募
集
し
ま
す
。

問
株
式
会
社
テ
レ
ビ
和
歌
山

☎
０
７
３
‐
４
５
５
‐
５
７
２
１

献 

血

◆
◆
◆

3
月
の
献
血

●
3
月
18
日（
金
）

・
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡
吉
備
店

　
　
　
　
　

10
時
～
13
時

・
西
岡
病
院　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

編集後記
こんにちは、「広報ありだが
わ」担当の西岡といいます。もっ
と「広報ありだがわ」と行政
を身近に感じてもらえればと
思い、不定期ではありますが
編集後期を書くことになりまし
た。よろしくお願いします！
（もうすぐ広報担当2年生　西岡紗希）

お手持ちのスマートフォンや
タブレット端末からアプリ「i 広報紙」で
より簡単に「広報ありだがわ」が
ご覧いただけるようになりました！

▶アプリ「i 広報誌」をインストール、お住まいを有田川
町に設定すると、最新号の「広報ありだがわ」を納
品日に端末に通知します！

▶詳しくは「広報ありだがわ」2 月号・有田川町ホーム
ページ・有田川町公式フェイスブックをご覧ください！
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月 火 水 木 金 土 日
1
□10 カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

2 3ひなまつり 4 5
□平田昌広・景の夫婦

よみえほんライブ
　（ちいさな駅美術館）
　【地域交流センター
　ALEC】

6
□有田川駅伝大会
　（有田川町内）
　【社会教育課】

7 8 9
□3 歳 6 カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

10 11 12
□スポーツ表彰
　（きびドーム）
　【社会教育課】

13
□生石高原山焼き
　（生石高原）
　【商工観光課】

□ソフトバレーボール大会
（金屋体育館・金
屋中学校体育館）

　【社会教育課】

14ホワイトデー
□栄養教室
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□ 棚 田 ウォー ク

in あ ら ぎ 島
2016 申 し 込
み受け付け開始
　【産業振興室】

15
□確定申告最終日
　【税務課】

16
□ 1 歳 6 カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

17
□一日行政相談
（二川住民センター・
粟生区集会所）
　【総務政策室】

18
□献血
（デリシャス広岡吉
備店・西岡病院）
　【健康推進課】
□移動県民相談
　（有田振興局）
　【有田振興局総務県民課】

19
□ビッグバンドで

楽 し む JAZZ
の世界
（きびドーム）
　【社会教育課】

20春分の日
□歴史講座
（きびドーム）
　【社会教育課】
□生石高原山焼き
　悪天候時予備日
（生石高原）
　【商工観光課】

21振替休日 22
□ 4 カ月健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□ぴありんくる
　（金屋文化保健センター）
　【包括支援センター】

23
□ 2 歳児健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□いきいき脳の健康教室
　（金屋文化保健センター）
　【包括支援センター】
□水道お支払期限
　【水道課】

24
□一日行政相談
　（金屋文化保健センター）
　【総務課】

25 26
□ナイナイの
　お見合い大作戦！
　（地域交流センターALEC）
　【企画財政課】
□歴史講座
（きびドーム）
　【社会教育課】

27

28
□地域づくり
　フォーラム
　（金屋文化保健センター）
　【包括支援センター】

29 30 31
□後期高齢者医療

保険料（第9期）
納期限
　【住民課】

4/1 2 3
□さくらまつり
　（しみず温泉あさぎり）
　【産業振興室】

4 5 6 7 8 9 10

3月のありだがわ
3月 20日は春分の日ですが、春分は昼と夜の長さが
ほぼ等しくなる日だそうです。
春が待ち遠しいですね！

各イベントなどの問い合わせは【】内の担当課までご
連絡ください。

3/1（火）〜21（月）
Sweet 10
Aridagawa 
2015 特別展
（地域交流センターALEC）
【商工観光課】
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お
り
、
そ
の
下
に
は
「
右
い
ち
ば
道
、
左
ゆ
あ
さ
道
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
参
詣
道
は
宮み

や

橋ば
し

を
渡
り
、
白
岩
丹
生
神
社
へ
と
至
り

ま
す
（
写
真
③
）。
白
岩
丹
生
神
社
は
、
元
は
現
在
地
よ
り
も

東
側
に
あ
っ
た
も
の
を
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
鳥
屋
城

の
城
主
畠
山
氏
が
現
在
地
へ
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
殿
は
、
欄ら

ん

間ま

の
彫
刻

な
ど
に
極ご

く

彩さ
い

色し
き

が
残
る
優
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
拝
殿
前
に
は
県
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ネ
ズ
の

老
樹
が
あ
り
ま
す
。
約
四
十
五
度
の
傾
斜
で
ね
じ
れ
な
が
ら
斜

め
に
の
び
、
上
部
は
三
つ
に
枝
分
か
れ
し
て
い
ま
す
。
ネ
ズ
は

成
長
が
極
め
て
遅
く
、
幹
周
二
．
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
こ
の
老

樹
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
号
に
引
き
続
き
、
高
野
参

詣
道
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
金
屋
熊
野
十
二
社
か
ら
の
主
要

な
高
野
参
詣
道
は
、
中
井
原
・
中
野
方
面
へ
北
に
進
み
ま
す
。

如に
ょ

意い

輪り
ん

寺じ

は
、
室
町
時
代
に
鳥
屋
城
の
城
主
畠は
た
け

山や
ま

氏
や
城
代
を

務
め
た
神じ

ん

保ぼ
う

氏
の
菩ぼ

提だ
い

所し
ょ

と
な
っ
た
こ
の
地
域
の
古こ

刹さ
つ

で
す
。
明

治
時
代
に
は
、
中な

か

野の

尋じ
ん

常じ
ょ
う

小
学
校
が
開
校
さ
れ
、
日
本
で
初
め

て
源
氏
物
語
辞
典
を
完
成
さ
せ
た
郷
土
の
偉
人
の
一
人
で
あ
る
北き

た

山や
ま

谿け
い

太た

も
こ
こ
で
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
（
写
真
①
）。

如
意
輪
寺
の
す
ぐ

北
西
、
国
道
と
市
場

方
面
へ
分
か
れ
る
三

差
路
に
は
道
標
と
し

て
道
分
け
地
蔵
が
あ

り
ま
す
（
写
真
②
）。

こ
の
道
標
は
、
高
さ

七
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど

の
自
然
石
の
上
部
に

地
蔵
尊そ

ん

が
彫
ら
れ
て

高
野
参
詣
道（
四
）

そ
の
44

①

②

③
●

〒
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